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エンディングノートとは

人生の終末期を迎えるにあたり、自身の記憶力・判断力・意思疎通能力が衰える前に、

自分の人生を振り返り、その後のイベントに対する本人の希望を配偶者・子供・又は代

理人等へのメッセージとして書面に書き留めておく。

＊自身の詳細（氏名・生年月日・本籍・学歴・職歴・趣味・資格・思い出等）

＊緊急連絡先・死亡通知先

＊自身の介護の希望（自宅・施設・介護者・費用等）

＊終末医療の希望（延命治療・余命宣告・献体・臓器提供等）

＊自身の葬儀・埋葬の希望（場所・形式・費用等）

＊財産リスト（年金・預金・投資資産・不動産・保険・債権・債務等）

＊遺言書の有無・保管場所
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エンディングノートとは

エンディングノートは、日本の書店で購入可能

インターネットでも無料のエンディングノートが多数ダウンロード可能
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エンディングノートとは

終活ウェブ編集の「エンディングノート」（日本語・英語併記、全39ページ）も無料で

ダウンロード可能。

「終活ウェブエンディングノー

ト」 こちら

英国・日本の医療・介護制度、不動産譲渡

所得税、相続税、贈与税、遺言書、無遺言

相続、成年後見制度、終末期医療等

http://shukatsuweb.net/wp-content/uploads/2021/07/Shukatsuweb-Ending-Note-V-1.2.pdf
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エンディングノートとは

英国の資産運用会社作成のものを参考にした「終活ノート」（英語・日本語併記、

全12ページ）もあり。

「終活ノート」 こちら

自分の事、主要連絡先、遺言書、相続税

非課税枠、後見人、銀行口座、クレジット

カード、ローン、投資資産、ISA、株式投資、

年金、不動産、生前贈与、相続人の連絡

先、所属団体、葬儀・埋葬、家系等

http://shukatsuweb.net/wp-content/uploads/2020/08/%E7%B5%82%E6%B4%BB%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88V-1.0-1.pdf
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以 上

皆さんも是非このエンディングノートを心身が健康な内に作成し、万が一

の場合に配偶者・子供・代理人等が出来るだけ皆さんの希望に沿った

形で必要な手続きが出来る様に準備しておかれる事をお勧めします。


	エンディングノート
	Slide Number 2
	Slide Number 3
	Slide Number 4
	Slide Number 5
	Slide Number 6

